
平成２９年度「群馬県かかりつけ医うつ病対応力向上研修会」実施要領

うつ病の人は最初に内科等のかかりつけ医に受診することが多いことから、かかりつけ医を
対象に適切なうつ病診療の知識・技術等の研修を実施することで、うつ病の早期発見、早期治
療による一層の自殺対策の推進を図ることを目的とするものです。

１、日 時 平成２９年１０月１５日（日） 午後１時～午後５時３０分
２、場 所 群馬会館ホール
３、対 象 者 群馬県内のかかりつけ医（開業医、勤務医及び産業医）
４、定 員 ８０名
５、実施主体 群馬県・群馬県医師会
６、申込方法

参加申込書により群馬県こころの健康センターあてＦＡＸでお申し込みください。
申込期限：平成２９年１０月１０日（火）
FAX番号 ：０２７－２６１－９９１２

７、そ の 他 研修修了者に対し、修了証書を交付します。

カリキュラム及び講師

時 間 研 修 内 容 講 師 等

13:00～13:10 開会
あいさつ

「基礎編」 講義「うつ病の基礎知識」 福田 正人 教授
13:10～14:10 ・精神科医の立場から、産業医･かかりつけ医に理解して （群馬大学大学院医学系
・講義 50分 いただきたいうつ病の診断・治療について 研究科神経精神医学）
・質疑 10分

｢治療･ケア｣編 講義「うつ病の治療の実際とケア」 柴田 信義 医師
14:10～15:10 ・かかりつけ医の行う初期治療やうつ病患者への接し （柴田メンタルクリニッ
・講義 50分 方（声のかけ方、話を聞く姿勢、病状説明をする際 ク院長）
・質疑 10分 の注意点）等について

《休 憩》15分

「産業分野の取 講義「企業における精神疾患の問題とその対応」 早川 洋子 保健師
り組み」編 ・ストレスチェックの活用の実際。うつ病で休職した場 （群馬産業保健総合支援
15:25～16:25 合、休職中の関わり、復職支援の実際（当事者が直面す センターメンタルヘルス
・講義 50分 る課題）。 促進員・両立支援促進員
・質疑 10分 ・復職後の環境調整をする際の主治医との連携について。 嘱託）

「連携」編 講義「産業保健におけるかかりつけ医・精神科医と 椎原 康史 医師
16:25～17:25 の連携」 （精神科医・産業医
・講義 50分 ・かかりつけ医から専門医療機関につなげるタイミ 群馬大学名誉教授、赤城
・質疑 10分 ングやつなげ方。 病院顧問）

・産業医として休職時の面談や復職の判定、復職後の関わ

り方、主治医との連携について。

17:30 閉会

※ 当日の進行により、開始及び終了時間が変更することがあります。


